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これは昭和40年頃に撮影された天白区内のある場所
です。さあ、どこか分かるかな？ 答えはP.３です。

（写真提供：大橋裕美子さん） 【昔の写真募集中！】

福 寿 荘 か ら の お 知 ら せ
福寿荘では、日常のお手伝いやイベントにご協力いただけるボラ
ンティアさんを募集しています。

【活動内容】作業や散歩、生活支援のお手伝い・運動会やクリスマ
ス会などのイベントのお手伝いなど
●運動会開催のお知らせ
・日時　平成21年10月10日（土）午前10時30分～午後2時45分
・場所　細口池グラウンド　市バス「平針上ノ池」下車すぐ

※雨天中止となります。
※ボランティアさん募集しています。あわせて職員も募集中です。

　　問合せ先：�知的障害者更生施設 福寿荘
� 天白区天白町大字平針字黒石2878-354
� TEL：805-3046　FAX：802-6326
�  E-mail：fukujuso@f2.dion.ne.jp

お助けマン、表山にいます
　蛍光灯の取替えや植木の剪定、粗大ゴミの搬出、簡単
な修繕など、高齢者や障がい者世帯の方々の「ちょっと
したことだけど、自分ではできない」困り事を、住民の
助け合い・支え合いでお手伝いする取り組み「お助けマ
ン」。シルバーパワーを活用した地域力再生事業（以下、

「シルバーパワー事業」と表記）をきっかけに、平成20
年11月に誕生した表山学区独自の取り組みです。
　お手伝いをお願いしたいときは、まず地域福祉活動
推進員さんへ電話で相談。月曜日から金曜日（祝日を除
く）の午前9時半から午後5時まで受付しています。無
料ですが、材料費などの実費が必要な場合もあります。

「何でもという訳にはいきませんが、できるだけお手伝
いしたいと思います」とのこと。

　　　　　　シルバー世代が活躍する地域をめざして リーダーの名倉静子さん（写真左）
補助役の尾下まき子さん（写真右）

「人と人のつながりを大切にしています。
皆さんが顔見知りになり、元気になっ
ていただくことが一番です」

庭木の剪定作業もお手のもの庭木の剪定作業もお手のもの

メンバーのコメント

高島さん（左） 上前さん（右）

渡邊さん（左） 古川さん（右）

この
ポスター
が目印

　表山学区では、従来から区政協力委員や民生委員児
童委員、老人クラブなどを中心に「子育てサロン」や「青
色防犯パトロール」、「通学路パトロール」「高齢者訪問
事業」「ふれあい作品展」「五社の宮周辺の清掃」などの
地域活動を行ってきました。
　「シルバーパワー事業をきっ
かけに、より多くのシルバー世
代に活動していただきたい」と
のこと。また今後は「大人も子
どもも誰もが“できることを、
できるときに”活動できる地域づくりに取り組んでい
きたい」と表山学区の福祉への夢が広がります。
　一緒に活動していただける方は、ぜひ地域福祉活動
推進員さんへご連絡を。

＜地域福祉活動推進員＞ 【連絡先】080-3690-1184、080-3690-1186
●高島留美子さん
「こちらシルバーパワーのお助けマンの係です」と電話を
受け始めて早や1年3ヶ月が経ちました。最初は不安でし
たが、メンバーの方々と相談しながら取り組み、今は対
応もスムーズです。ポスターを見て、一人でも多くの方が
気軽にご連絡くださるよう願っています。

●上前総子（のぶこ）さん
皆さんにもっともっと知っていただき、どんどん活用して
いただきたいと思います。水曜日と金曜日の午前中は公民館に駐在しています
ので、気軽にお越しください。お役に立てれば幸いです。
＜お助けマン＞

活動するお助けマンは学区に住んでいるシルバー世代。月に
数件ほど入る依頼に、19名のお助けマンがそれぞれの得意
分野で活躍しています。あなたもお助けマンになりませんか？
●渡邊明廣さん（64歳）

棚の修理や植木の剪定など、空いている時間に気軽にやっ
ています。近所での活動なので、手が空いているときであ
ればいつでも伺いますよ。

●古川舒雄（のぶお）さん（85歳）
掃除や草取り、タンスの移動など、作業内容は簡単。これまで地域のことを何もやっ
てこなかったので、できることは挑戦してみたいという気持ちで活動しています。

 シ ル バ ー パ ワ ー 事 業 と は

　平成 20 年 10 月から始まった名古屋
市のモデル事業で、地域福祉推進協議
会が主体となって実施しています。
　目的は大きく2つあり、ひとつは、福
祉のまちづくりのために、団塊の世代
を中心としたシルバー世代の皆さんに、
どんどん地域福祉活
動に参加いただくこ 
と。もうひとつは、住
民の助け合い・支え
合いの仕組みをつく
ることです。
　事業を進めるため
に組織した「シルバー
パワー活用連絡会議」
の皆さんが知恵を出
し合いながら日々奮
闘しています。

シルバーパワー活用連絡会議の皆さんシルバーパワー活用連絡会議の皆さん
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　　　とは

そんな思いがひとつになって
　　　と名づけました！

ぱわ 天白を元気にする力（パワー）

わ 地域をつなげる輪（わ）と
和める（わ）たまり場づくり
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情報紙「ぱわわ」へのご意見、ご感想も
はがき・FAX・メールにて受け付けています。

発行　社会福祉法人名古屋市天白区社会福祉協議会
　　　情報紙「ぱわわ」プロジェクト
　　　〒468-0015 名古屋市天白区原一丁目301
　　　原ターミナルビル3階
　　　TEL:052-809-5550　FAX:052-809-5551
　　　E-mail:tenpakuVC@nagoya-shakyo.or.jp
　　　http://www.tenpaku-shakyo.com
編集　株式会社 リベルタ
　　　〒468-0053 名古屋市天白区植田南3-501パークハイツ103号　
　　   TEL:052-808-0420　FAX:052-808-0421
　　　E-mail:libertad@mbp.nifty.com

視覚障がいその他の理由で活字のままで読むことの困難な人の
ために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡
大図書」等の製作をすることを認めます。

この情報紙は再生紙を利用しています。

特集では、地域の身近な取り組みを、
地域福祉推進協議会の事業を中心に
紹介しています。第2回は表山学区です。

2010年（平成22年）3月　第24号

地域福祉推進協議会は、地域住民みんなで“誰もが安心し
て暮らせる福祉のまちづくり”をめざした取り組みを行う
ことを目的に、小学校区ごとに設置されている団体です。

シルバーパワーを活かして、住民の助け合い・支え合いの地域づくりに取
り組んでいる表山学区地域福祉推進協議会。さまざまな取り組みの中から、
イチオシの「お助けマン」についてご紹介します。

お助けマン、表山にいますお助けマン、表山にいますお助けマン、表山にいます
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